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AI活⽤で成果が出る企業がやっている
推進の仕組みと組織づくり
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⼀橋⼤学法学部卒。サイバーエージェント → リヴァンプ → サイバー → スパイダープラス → 1社挟んで独⽴。

を軸に、幅広い領域で成果創出。企画〜マーケ〜営業〜開発ディレクションすべてで成果。事業の成⻑
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代表取締役社⻑

プロダクト開発
会員150万⼈超
ゲームのヒット企画‧開発、事業⽴ち上げ多数

インハウスマーケ
年間数⼗億円規模
の広告運⽤‧組織改⾰‧ROI向上

新規事業⽀援
⾃動⾞業界等での新規プロジェクト⽴ち上げ

マーケDX
ショッピングセンター‧外⾷チェーンのCRM/
アプリ開発（会員数百万⼈）

マーケ‧営業変⾰
グロース上場企業の執⾏役員として
上場前後のS&M戦略⽴案‧変⾰
営業⽣産性YoY160％

事業戦略‧企画
⼤⼿教育サービス業での成⻑戦略‧
AI活⽤戦略の企画⽴案

2実践を通じ、業界・業種・職種を問わず成果を出すための汎用フレームワーク を確立

＋スタートアップの非常勤取締役 CGO

一橋大学法学部卒

事業戦略・企画

新規事業支援
ToCもToBも

マーケから営業、プロダクト開発まで
事業責任者‧経営レイヤーで実績



事例紹介：代表的な成果

エンターテイン
メント 組織改⾰

マーケティング組織の内製化

OUTCOME

ROI2.0倍超
運⽤予算 5億円 →30億円へ拡⼤

商業施設 DX推進

ショッピングセンターの
マーケティングDX

OUTCOME：年間利益

利益創出10億円超

SaaS/IT 営業改⾰

上場ベンチャーの
営業‧マーケティング改⾰

OUTCOME：営業⼀⼈あたり売上創出額

⽣産性 YoY160%

事業会社‧⽀援会社の双⽅の⽴場から⼤きな事業成果を創出。
成果を通じて体系化した再現性ある事業グロース⼿法を提供。
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マーケティング組織改革
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⽀援内容：事業成⻑サイクルの構築‧伴⾛ ※AIが主語ではない
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戦略



はじめに

2025年は、⽣成AIが「使っている⼈が多い」ではなく、「使っていない⼈のほうが少な
い」くらいまで、⽣活に溶け込んだ年だったと思います。

その⼀⽅で企業のAI活⽤は、成果が出た会社と出なかった会社、⼗分に取り組めていない
会社に分かれました。
AIを活⽤することで⾶躍的に⽣産性向上を実現し続けている組織もあれば、
むしろ⽣産性が下がってすらいる組織もよく⾒かけます。

AI活⽤の差は、どこから来ているのでしょうか？

本⽇のお話は、テクノロジーとしてのAIの話ではありません。
事業成果を出すことを⽬指したAI活⽤について、事例を交えながらフレームワークをお伝
えしていきます。
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AI活⽤の差は、どこから来ているのでしょうか？
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本⽇のお話
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● そもそも「AI活用で成果を出す」とは？

● よくある失敗事例

● 失敗の本質：AIに対する理解の根本的なズレ

● 成果を出している事例

● 理解しておくべき「 AI活用の鉄則」

● 組織で成果を出すためのフレームワーク

● 質疑応答

※本資料の⼤半はAI画像⽣成によって作成しています



「AI活⽤で成果を出す」とは？
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リソースの再投資

論点は「AIで利益を増やせるのか」

あくまで通過点

AIで成果を出す　とは？



適切なパートナーがいれば「削減」は難しくない

※パートナー企業事例
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「業務を減らしても、人は減らないので利益は出な
い」

「新たな仕事を任せられるイメージがわかない」

「減らしたいのは現場仕事ではなく、上司の仕事」

”業務削減だけでは、利益につながらない”という意見は多い。

むしろマイナス面も。
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よくある失敗事例
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 AI導⼊で ⽣産性低下している 企業の実態 

 品質の低い資料ばかり    上司のチェック⼯数が激増

 部下がAIに代理⼊⼒するだけ   上司が直接やる⽅が早い

 社内資料検索‧エージェントを構築   利⽤率が著しく低い

→「AIでできること」を取り違えている



失敗の本質＝AIに対する理解の根本的なズレ
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例：営業×AI

上場ベンチャー等の事例
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成果事例：営業SFAデータを活⽤した商談推進⼒の標準化
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商談の「型」をSFAと連動。営業アクションの再現ハードルをAIが下げ、組織全体の生産性向上につな
げた。









例：プロダクト開発×RAG

メガベンチャー事例
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NotebookLMなど
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例：データ分析への活用
※データはすべてダミー

BtoBビジネスマッチング系事業
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● データ分析をすべて AIで完結：月150万～200万円の価値
○ データクレンジング、集計、分析、レポーティングまでAI完結

○ 中堅以上のコンサルの30歳前半アナリストレベル

● 調査、企画整理、資料作成、スライド化： 月100万円程度
○ 品質課題はあるが、用途次第で十分実用的

○ 特に調査～企画領域はインパクト大

● 執筆の5倍速化：月100時間の捻出
○ 書籍の初稿12万文字を1か月で完成（通常5か月目安）
○ 3,000文字前後の記事を月に20本作成

成果事例：個⼈の⽣産性向上
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全部AIに話しかけて実現する
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Cursorでデータ処理・統合・分析・レポーティング
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複雑な
データ処理、
クレンジング、
モデリングを
AIで実施
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※AIで算出

30



※実際は0.3人月×3か月=0.9人月程度※AIで算出
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成果を分けるものは何か？
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AIは能力の増幅装置である
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”営業改革も、仕様書のRAG活用も、データ分析も、
「成果を出したことがある仕事」だからAIの価値が生まれた”
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※「AIで型を生み出す」などという事例は、皆無
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どれも「鉄則」を理解していた



キーワードは「業務標準化」
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部署の分断が加速
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↑トップアップで①②を推進するしかない！

結論：AI活⽤で成果を出すためには…
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トップ層がやる
理由がない
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とはいえ、実現するハードルは高
い
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グロースＸ社の
「ビジネスOS」研修

グロースドライバー
戦略伴走支援

※三浦も執筆
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事例豊富な
パートナーご紹介



（最短）
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※ぜひレビューもお願いします
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